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研究成果の概要（和文）： 

パキスタン，インド，日本，欧米に散在する多量のガンダーラ美術（彫刻）を実地調査し，
写真資料を収集して（総計 1,849件），それら画像に関する文字情報を入力して，データベース
化のための基礎資料を作成した。これらの資料をもとに，インド・ヘレニズム・イランの諸文
化を吸収しつつ独自の仏教美術を形成した様相を明らかにし，仏教信仰の実態にも迫った。そ
の成果は中間報告書（平成 23年 5月），全体報告書（2冊）と国際シンポジウム報告書（平成
25年 3月）として刊行した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
We carried out several missions to Pakistan, India and western countries as well as in Japan to 

collect the data of the impressive number of Gandharan Art, especially the sculptures now scattered 

among museums and private collections throughout the world. Totally 1,849 pieces in number 

having been investigated, we recorded the basic descriptive information with photographs to 

prepare the compilation of the database of those materials. Based on such numerous materials, we 

have examined some unique aspects of the Gandharan Buddhist art, which vigorously developed 

with the cultural influences from India, Hellenism and Iran, to bring us ever closer to the actual 

situations of the Gandharan Buddhism and its faith. The results of our research project are 

published in the following reports: the interim report (May, 2011), the Final report (2vols) and the 

proceedings of the international symposium (March, 2013). 
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１．研究開始当初の背景 

ガンダーラは，アジアと欧州とを結ぶシルクロー
ドの中間地点に位置し，諸文化が衝突と融合とを

繰り返した東西文化交流の要衝であった。仏教は
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この地で変容・発展し，当地で繁栄した仏教美術

がガンダーラ周辺域から東アジアにまで，多大な

影響を与えた。したがって，ガンダーラ美術研究

は，20世紀初頭より内外を問わず膨大な研究の

蓄積がある。 

従来のガンダーラ美術研究は，ヘレニズム・ロ

ーマ美術との様式的・図像的な比較研究，および

遺跡・彫刻の編年研究に重点がおかれ，インド美

術や文化との比較研究はあまり行われず，彫刻

の編年に関してはJ.マーシャルのタキシラの発掘

成果に基づいて行われてきた。 

こうした状況の中で，近年イタリアのスワート地

域の考古学的発掘調査が進み，その発掘報告書

が刊行され，彫刻の編年研究も見直しが迫られて

いる。また，この地域の政情不安に伴い，多量の

ガンダーラ彫刻が宝探し的に発掘され，欧米や

日本に流出した。ガンダーラ彫刻は発掘調査によ

る出土品と，出土地不明の作品とを合わせると，

パキスタン・インド以外に欧米・日本に散在し，多

量の作品数となる。これらのガンダーラ彫刻の全

体像をできる限り把握することがガンダーラ美術

研究の基礎となる。 

さらに近年彫刻のみならず，古い経典写本や

刻文もガンダーラ地域から数多く発見され，文献

学者・碑銘研究者によって解読が進められている。

しかし，美術史学・考古学・文献学・碑銘学はそれ

ぞれ別個に研究が行われている状況である。 

 

２．研究の目的 

本研究では上記の研究背景のもと，大きく二つ

の課題に取り組むことを目的とする。 

（1）ガンダーラ美術の資料集成 

 戦前・戦後に行われたガンダーラの正式な発掘

や調査による出土品や収集品，およびここ20～30

年の間に欧米や日本に流出したガンダーラ彫刻

類をできる限り多くの実作品に当たって調査，撮

影して画像資料を収集する。それらの資料を所属

者別，またテーマ別に整理し，データベース化し

て資料集成を図り，ガンダーラ美術の全体像の解

明に向けての基礎作業とする。 

（2）ガンダーラ美術の統合的研究 

 ガンダーラ美術はインドから中央アジア・中国へ

と仏教美術が伝播し，大きく展開する上で，発展

の転換点ともいうべき位置を占める。インド，ギリシ

ャ･ローマ，イランなどの多文化が並存し，融合し

て成立している，ガンダーラ美術の様相をモティ

ーフ・図像の上から検討すると同時に，どのように

諸文化が融合して新たな仏教図像が生成したか

を明らかにする。そのためには，仏教思想・信仰

が造形とどのように関わったかという視点が重要

である。近年のガンダーラ出土の経典写本や刻

文の研究，仏教文献学の研究の成果と連動させ，

今まで別個に行われてきた諸分野の研究を，ガ

ンダーラ仏教の実態はどのようなものであったか

という視点のもとに，仏教美術史の研究を軸にし

て統合的な研究を行う。 

 

３．研究の方法 

上記の 2つの研究目的に照らし，本研究の方
法について述べる。 

（1）ガンダーラ美術の資料集成 

パキスタン，インド，欧米，日本などの博物

館・美術館・個人などに所蔵されるガンダー

ラ美術のコレクションを，できる限り実地調

査する。写真撮影をして画像を収集するとと

もに，基礎的な情報を確認して収集する。ガ

ンダーラ美術は“装飾的”モティーフ，“異

教的”神話図像，本生図，仏伝図，菩薩像，

仏三尊像，浄土図的構図，守護神像，供養者

像など，その主題・図像・モティーフは多岐

にわたるので，それらのテーマごとに命名し

てガンダーラ美術の資料を整理，編集して，

データベース化する。また，過去に行われた

研究代表者・分担者の調査により集積された

関係するガンダーラ美術のデータも適宜組

み入れ，データの集成を図る。 

（2）ガンダーラ美術の統合的研究 

上記のようにガンダーラ美術はテーマ･モティ

ーフが多様であり，それらの全体像を明らかにす

べく，インド・ギリシャ･ローマ・イラン等の美術・文

化と比較するとともに，それら諸文化の融合によっ

て新たな図像が生成される様相を検討する。その

際，仏教の思想・信仰がどのように関わったかを

仏教経典の成立史的研究と関係づけて解明する。

特に仏伝図と仏伝経典，仏三尊像や浄土図の成

立と大乗経典について，美術史学と文献学の研

究を統合することによって明らかにする。さらに，

ガンダーラ仏教の実態を明らかにすべく，考古

学・美術史学・仏教学・仏教史学の研究者と連携

しつつ多角的・統合的研究を行う。 

 

４．研究成果 

 （1）ガンダーラ美術の資料集成 

5 ヶ年にわたって諸外国と日本の博物館・美術
館所蔵および個人所蔵のガンダーラ彫刻の調
査・写真撮影を行った。すなわち，パキスタン 5

箇所 104 件，インド 7 箇所 605 件，アメリカ
11 箇所 294 件，カナダ 1 箇所 42 例，ドイツ
1 箇所 81 件，イギリス 2 箇所 193件，フラン
ス 1箇所 270件，日本 7箇所 260件，総件数
1849件である。これらの作例はファイルメー
カーを用いて博物館・美術館・個人所蔵者別に
分類し，1 件ずつ名称・法量・出土地・掲載
図版・備考などの諸データを入力し，データ
ベース化のための基礎資料を作成した。また，
研究代表者が本研究以前に行ったガンダー
ラ美術の画像資料もこの資料集成に加える
ためのスキャニングを行った。今回の実地調
査と資料集成によって，ガンダーラ美術の全
体像が所蔵別，並びに主題・モティーフ別に
把握することが可能となった。また，新出の



 

 

作例や所蔵先の刊行物に未掲載の作例，主題
不詳であった作例などが明らかとなり，ガン
ダーラ美術の全体像の解明のための基礎資
料が作成できた。一方，完全な形でのデータ
ベースの構築には，用語の統一や細部にわた
る情報（過去の発掘報告や個別の研究など）
の収集，および入力作業が必要である。 

 

（2）ガンダーラ美術の統合的研究 

 ガンダーラ美術は多様な側面をもっているの
で，問題点を整理して，美術史学を軸にしなが
ら，考古学・仏教文献学（写本・碑銘研究を含
む）・仏教史学の研究者と協力しつつ，テーマを
設定した研究会，国内シンポジウム，国際シンポ
ジウムを開催した。その結果，主に以下の五項
目について多くの新知見を得ることが出来た。
すなわち，①ガンダーラ彫刻の編年研究と仏像
の起源，②異教的テーマと仏教の習合の様相，
③仏伝美術と仏伝経典の比較研究による“仏伝
説話”の生成の様相，④ガンダーラ美術と大乗
仏教との関わり―菩薩像/仏三尊像/仏国土・浄
土図/阿弥陀信仰―⑤美術を通してみたガンダ
ーラ仏教の様相―インドと中央アジア・中国とを
結ぶ位置づけ―，である。それぞれの具体的な
内容は報告書や個別の発表論文等を参照され
たいが，本研究によってアジアにおいて，特に
北伝仏教，大乗仏教の成立と展開にとって，ガ
ンダーラが重要な位置を占めることが明らかに
なった。今後さらにこうした方向性をもった研究
の推進によって，より具体的にガンダーラの美術
と仏教の実態が明確化されよう。 
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